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７
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花子と白蓮
～ＮＨＫ連続テレビ小説で東洋英和が舞台に～

東洋英和歴史館第7回

真っ直ぐでブレない慈母

加茂令子

ＫＡＥＤＥ

半藤

カナダ観光局
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東洋英和楓の会主催
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東洋英和楓の会からのお知らせ
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一
疋

花
ｽF

白
ｔ
ぺ
ぐ
。
…

…
…
…
…

～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
チ
レ
ビ
小
説
で
東
洋
英
和
が
舞
台
に
～

kt､iil

／

　
こ
の
春
、
村
岡
花
子
の
生
涯
を
ド
ラ
マ
化
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
Ｆ
と
ア
ン
」
が
始
ま

り
ま
す
。
花
子
は
明
治
期
の
東
洋
英
和
卒
業
生
で

あ
り
、
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
翻
訳

家
・
児
童
文
学
者
で
す
。
花
子
が
過
ご
し
た
時
代

の
東
洋
英
和
に
は
、
花
子
と
生
涯
の
友
と
な
る
歌

人
・
柳
原
白
蓮
や
ユ
ニ
ー
ク
な
教
員
た
ち
が
在
籍
し

て
お
り
、
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
も
彼
女
た
ち
が
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
な
性
の
社
会
進
出
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
明
治
・
人
。
・
に
そ
し
て
昭
和
の
時
代
を
、
自

立
し
た
個
人
と
し
て
堂
々
と
生
き
抜
い
た
花
’
Ｌ
と

白
蓮
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が
東
洋
英
和
で
培
っ
た

友
情
、
そ
し
て
敬
神
奉
什
の
精
神
で
し
た
。
そ
ん

な
二
人
の
人
生
を
辿
っ
て
み
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｑ
：
日
本
放
送
協
会
、
赤
毛
の
ア
ン
記
念
館
・

村
岡
花
ｆ
文
庫
、
宮
崎
蕗
蓼
さ
ん
）
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ｊ
が

英
和
で
出
逢
っ
た

二
人
の
数
奇
な
人
生

　
村
岡
花
子
は
日
露
戦
争
前
年
の
明
治
3
6
年
、
1
0
歳
の

時
に
東
洋
英
和
女
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
学
費
免
除

の
か
わ
り
に
、
孤
児
院
で
の
奉
仕
活
動
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
給
費
生
の
待
遇
で
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
父
親
の

願
い
で
編
入
を
許
さ
れ
た
花
子
は
、
寄
宿
舎
生
活
を
送

り
な
か
ら
勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
花
子
の
関
心
の
大
半

は
、
英
語
に
向
け
ら
れ

ま
し
た
。
授
業
だ
け
で
　
ヽ

は
も
の
た
り
ず
、
図
書
　
　
ご

室
に
あ
る
英
語
の
小
説

を
片
っ
端
か
ら
読
み
あ

さ
り
ま
す
。
ス
コ
ッ
ト
、

デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
サ
ッ
力

レ
ー
、
Ｃ
・
ブ
ロ
ン
テ

…
…
と
、
英
米
文
学
の

名
作
を
次
々
に
制
覇
。

あ
ま
り
に
花
子
が
文
学

に
夢
中
な
た
め
、
カ
ナ

ダ
人
婦
人
宣
教
師
た
ち

l j l

l l l ･ |

　
村
岡
花
子
と
柳
原
白
蓮
。
貧
し
い
茶
商
人
の
娘
と
、
天
皇
家
と
も
縁
あ
る
伯
爵

家
の
令
嬢
。
出
自
を
越
え
て
結
ば
れ
た
二
人
の
友
情
は
、
終
生
続
き
ま
し
た
。
明

治
、
大
正
、
昭
和
へ
と
時
代
が
移
ろ
う
申
、
時
に
運
命
に
翻
弄
さ
れ
、
時
に
た
く

ま
し
く
自
ら
道
を
切
り
開
い
て
き
た
二
人
。
互
い
の
人
生
の
傍
ら
に
は
、
喜
び
、

悲
し
み
、
苦
し
み
を
分
か
ち
合
う
、
腹
心
の
友
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
す
。

東洋英和女学校卒業鐙書授与

式･式次第名簿の本科に柳原

あき.゛白蓮.I､安中はな(村岡花

引力名かふる

」

は
、
花
子
が
近
代
思
想
に
か
ぶ
れ
や
し
な
い
か
と
監
視

の
目
を
光
ら
せ
た
ほ
ど
。

　
そ
ん
な
女
学
校
生
活
が
５
年
を
過
ぎ
、
ク
ラ
ス
に
ひ

と
り
の
編
人
生
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
2
3
歳
に
な
る
柳

原
保
子
、
後
の
歌
人
・
柳
原
白
蓮
で
す
。
伯
爵
柳
原
前

光
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
輝
子
は
、
1
5
歳
で
華
族
女
学

　
　
　
　
校
を
中
退
し
て
子
爵
家
の
長
男
と
結
婚
、
一

　
　
　
　
子
を
産
み
ま
す
が
、
結
婚
生
活
に
堪
え
切
れ

　
　
　
　
ず
、
逃
げ
る
よ
う
な
形
で
実
家
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
女
学
校
入
学
は
、
体
面
を
気
に
す

る
家
族
か
ら
の
厄
介
払
い
と
、
勉
強
を
再
開

－･

－1

11

tj
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し
た
い
と
い
う
本
人
の
希
望
を
兼
ね
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
過
去
は
も
ち
ろ
ん
伏
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
か
、
若
く
し
て
人
生
の
銀
髪
辛
苦
を
砥
め
た
輝
子
の

佇
ま
い
に
は
、
超
然
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
ま
し
て
や

抜
き
ん
で
た
美
貌
の
持
ち
主
。
寄
宿
舎
き
っ
て
の
文
学

少
女
だ
っ
た
花
子
は
、
憂
い
を
湛
え
た
年
ｈ
の
美
し
い

輝
子
に
胸
を
と
き
め
か
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
輝
子
も
ま
た
、
純
真
無
垢
で
、
自
分
の
た
め

に
英
語
の
詩
や
小
説
を
朗
読
し
て
く
れ
る
８
歳
年
下
の

花
子
を
可
愛
く
思
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
二
人
は
、

「
花
ち
ゃ
ん
」
「
輝
さ
ま
」
と
呼
び
合
い
、
急
速
に
親
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
因
習
か
ら
解
き
放
た
れ
た
輝
子
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
、
聖
占
、
ピ
ア
ノ
を
学
び
、
白
‥
由
で
の
び
や
か
な
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
貧
し
い
人
た
ち
へ
の
炊
き
出
し
の

手
伝
い
、
キ
リ
ス
ト
数
的
博
愛
主
義
や
奉
仕
の
精
神
に

も
目
覚
め
ま
す
。
佐
佐
木
信
綱
の
竹
柏
会
に
入
門
、
本

格
的
に
短
歌
の
勉
強
を
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

　
花
子
も
輝
子
の
誘
い
で
竹
柏
会
に
通
い
、
そ
こ
で
片

山
廣
乙
Ｊ
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
花
7
.
に
近
代
文
学
を
数

&，４（ず祚･
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え
、
翻
訳
の
道
へ
と
導
い
て
く
れ
た
才
媛
で
、

自
身
も
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
で
有

名
に
な
り
ま
す
。

　
輝
子
が
夫
の
伊
藤
伝
右
衛
門
へ
の
絶
縁
状
を

新
聞
に
公
表
し
、
恋
人
の
宮
崎
龍
介
と
駆
け
落

ち
し
た
Ｉ
い
わ
ゆ
る
「
白
蓮
乍
件
」
が
…
凹
間
を

騒
が
せ
た
の
は
、
大
正
1
0
年
の
こ
と
。
花
子
は

す
で
に
結
婚
し
、
作
家
の
道
を
歩
み
始
め
、
前

年
に
は
男
児
を
出
産
し
て
い
ま
し
た
。
福
岡
の

炭
鉱
王
に
嫁
い
だ
輝
子
と
は
手
紙
で
交
流
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
花
子
は
父
親
の
よ
う
な
歳
の
男
と
再
婚
す

る
輝
子
に
対
し
て
、
わ
だ
か
ま
り
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
、
愛
の
な
い
結
婚
を
す
る
の
か
…
。
し
か
し
、
輝

子
に
は
輝
乙
Ｊ
の
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
丸
の
慈
片
心
″
裳

を
通
じ
て
社
会
奉
仕
の
活
動
が
し
た
い
、
と
。

　
し
か
し
、
嫁
い
だ
家
に
居
場
所
は
な
く
、
慈
＆
‥
乍
宸

ｌ
ｔ
�
花
子
と
白
蓮

に
関
わ
れ
る
余
地
も
な
く
、
輝
子
に
許
さ
れ
た
の
は
、

何
不
｛
‥
‥
由
な
い
贅
沢
な
暮
ら
し
の
中
で
、
人
形
妻
と
し

て
生
き
る
こ
と
。

　
そ
ん
な
蝉
ｆ
の
突
然
の
出
奔
。
時
代
的
に
は
ま
さ
に

命
が
け
の
恋
で
す
。
輝
’
Ｌ
の
鳴
気
と
覚
悟
に
激
し
く
揺

さ
ぶ
ら
れ
、
花
乙
‐
‘
は
親
友
の
も
と
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

1
0
年
ぶ
り
の
。
司
会
で
し
た
。

｢何か起｡ても、とえな場合にｔあなたと私は

|璋さまjと7花ちゃん｣ですか1､｡

と･IうぞどIこまでも一緒に行き度いと思ひます｣

(花子から白狐;:宛てた書岫よ哨

　
そ
の
後
の
二
人
の
人
生
は
、
不
思
議
と
重
な
り
合
う

よ
う
な
軌
跡
を
描
き
ま
す
。
夫
が
苦
境
に
陥
れ
ば
ペ
ン

で
一
家
を
支
え
、
息
子
を
失
う
悲
劇
に
砕
か
れ
た
時
は
、

社
会
の
中
に
自
ら
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
見
出
し
、

再
生
の
道
を
歩
ん
で
ゆ
く
。
花
子
は
家
庭
文
学
で
若
い

世
代
た
ち
の
心
に
灯
を
と
も
し
、
白
蓮
は
全
国
各
地
で

世
界
平
和
を
訴
え
な
か
ら
、
戦
後
の
日
本
を
生
き
抜
い

て
い
き
ま
し
た
。

　
花
子
は
、
東
洋
英
和
で
受
け
た
「
民
主
的
で
自
主
性

の
あ
る
教
育
」
が
、
自
分
の
考
え
方
の
根
底
を
な
し
て

い
る
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。
女
性
が
ま
だ
不
自
由
だ
っ

た
時
代
、
精
神
的
に
白
‥
立
し
、
家
族
を
愛
し
、
社
会
に

目
を
向
け
て
行
動
し
た
花
子
と
白
蓮
。
女
性
の
社
会
進

出
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
平
成
の
時
代
の
今
、
二
人
の

生
き
方
は
、
淳
遍
的
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
・

S
S
‘
4

“

″
１

｢貴女の御手紙はどんなに私を

悦ぱせて下さいまＬたやら　　　　7･

斯６ヽふ原には兄姉や身内など

何もな'|はＬませぬ

本当の心を知-､て下さる友llど｀

有雄いものはない｣

C白蓮から花子に宛てた巻鮨よljl
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村
岡
花
子
を
モ
デ
ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子
と
ア
ン
」
か
は
じ

ま
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
「
修

和
女
学
校
」
は
東
洋
英
和
が
モ
デ
ル
で

す
。
花
子
の
親
友
と
し
て
「
葉
山
蓮
子

（
柳
原
白
蓮
が
モ
デ
ル
）
」
も
登
場
し
ま

す
。
明
治
時
代
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
興
味
深
い

で
す
ね
。

　
３
月
3
1
日
か
ら
の
放
送
に
先
駆
け
て
、

少
し
だ
け
「
花
子
と
ア
ン
」
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
題
し
て
、
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
・
－
ｎ
ｅ
版
ぺ
花
子
と
ア
ン
』

を
楽
し
む
た
め
の
人
物
ガ
イ
ド
゛
。

　
そ
う
そ
う
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
な
ん

と
美
輪
明
宏
さ
ん
と
の
こ
と
。
ま
す
ま
す

楽
し
み
で
す
。

●安東はな{村岡花子}

吉富由里子

小さい頃から空想好きな少女。10廬で東京

の女学校!ご入学し、英米文字1こ穀Lむ。教

師、編集者を経て結婚L.翻訳家・児童文

学者の道へ。

友情
ｊ

高梨臨　　　　　　　　　　‘’y.I

寄宿舎で同室1こ．貿易会社の社長の墟．初ｊ､リl

め、花子は劣等感を推くも、やがて親しい左j r/j

入に．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:･ ･....

夫･村岡英治

鈴木亮平

印刷会社の直子。女学

校時代1こ花子と知り合う。

ｉ腹社で働く花子と再会

した時、結婚Lていたが、

底|ご落ち。苦しみを乗り

越えて結ばれる。

め以I;吻;〃,IW
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蓼京修和肴參
７り｡

‘令外’恥･友・豊山蓮子

　仲間由紀恵

　花子より8堂上の伯爵家の蛙。１５歳で結婚

　Ｌたが。実家!こ戻り、23廬で女学校1こ編入。

　花子と岐しくな名が、政略結婚のため徊岡1こ

　絃ぐこＳこ。

●1llj･･S£7Sのり子

違田美代子

寄宿舎a】ベテラン寮母。没落士族の娘で、

裁縫や礼儀作法を教えている。あかるくおお

らかな性格で、ホームシック1乙な・た花子を励

ます。東洋英和ゆかIﾘの先生がモデルです。

皿μ4

皿
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2013年09月18日､ＮＨＫ放送センターで｢花子とアン｣

の出演者発表と記者会見が行われ､１４人の出適者が

今回の卜･ラマヘの抱働を誦りまLた。

そし･ご､ＩＣ貝下匍には花子の椙里である山馥県内でクラ

ンクイン｡現在もスタジオを中心に椙影が撫んでいます。

放送開始は間もなくです!
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『
花
子
と
ア
ン
』
を

楽
し
む
た
め
の

人
物
ガ
イ
ド

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

●…東洋英和ゆかりの

　　人物がモデル

二番目の夫

年下の青年

命私心教師･富山タキ

ともさかりえ

カナダ入校長の通訳も務める英語教師。厳

格な指導で生徒たちから恐れられる存在だ

か、花子が翻訳家という仕事を意識するきつ

かけにも。
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花
子
と
白
蓮
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゛や

て
斎舎禽舎★

貨

仲が悪い

伊原剛志

新Ｌいもの好5でｓ追い

人。行商のかたわら社会

運動1こかかわ。たりLて、

家族を困らせている。花

子に夢を托L、東京の女

学校1こ編入させる。
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甲府安東家

111父･安東周造

石橋蓮司

ふにの実父で花子の祖

父。小作農家の主。口

数は少ないが、孫たもの

ことをかわいがｰってい名。

J●f

・ ･一一I.

母･安東ふじ

室井違

自由人の央叱振り回されな

がらも、生息の明芯さで

家庭を切り盛りする。読

み書9ができないが、花

子の女学校‐入!と反対す

る祖父を鋭得する。

兄･安東吉太郎

賀来賢人

１･っ上の兄。苦Ｌい家計

を支えるため、８虚で奉

公に出る｡家故里いだが、

花子!こ複綾な思いも。

地主･憧丸甚之介

カンニンダ竹山

安東家の田畑の地主。

花子の小学校の同級生

の父。ふじの幼なじみで、

ふじ1こ関･tがある。

妹･安東かよ

黒木華

2つ下の妹。女学校1乙遵

んだ花子に瞳れるが、小

学校を出てから製糸工場

に住み込みで匍く。

IIアンのゆりかご一封岡花子の生温－』

村岡恵理【著】

ドラマの原案とな・た、村岡花子の孫・村

岡宣理氏による評伝。東洋英和女学校で英

語を学ぴ､翻訳で身を立て、苦労の末に「赤

毛のアン」を世1こ送り出した村岡花子の人

生が魅力的1こ縫られていく。柳原白蓮をほ

じめ瀋くの女流作家との交流は、明治から

昭和!乙かけての激動期を生きた女性たもの

姿を浮き彫り1こし、－味1爾い。央婦愛や家

族愛などのべご温嘘るエピソードもE麹駿。

‐
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文庫判･新潮社刊

　788円(税込)

ごり&

……Iこ
餉‘

､j　･S･|㎜

ｔ

新書判･マガジンハウス刊

　　1995円(税込)

妹･安東もも

土屋太凰

6･つ下の妹。花子1こ子守

をされて育･1た。朝市に

里いを寄せるよう|ごなるが、

北海道の農家1こ嫁ぐ。

甲府木場家

1･jl市の母･木場リン

松本明子

気さくな性格で･ヽしゃべり

好き｡周造のよき話し相

手でふじとも仲がよいが、

吉平1乙は批字I』的。

幼なじみ･木場朝市

窪田正孝

安東家の鴎の農家の息

子で、花子の-jヽ学校の

同級生。子どもの頃から

花子を麗い続けてい芯。
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ＮＨＫ平成26年度前期

連続テレビ小説『花子とアン』

原案:村岡恵理『アンのゆりかご村岡花子の生涯ﾌ

脚本冲園ミホ音楽:梶浦由記

雇゛

KAEDE Magazlne
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放送:2014年３月31日(月)～９月27日(土)全156回(予定)
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花
子

赤
毛
の
ア
ン
と
の
出
会
い

　　　　　　　数奇な人生を歩んだ花子と白蓮。　　　　　　・

　　晩年は家族に囲まれて平穏な生活を送ったようです。

それぞれの家族が今も大切に保管している資料や場所を訪ね、

一
６

ふ「家族から見た花子と白蓮」にスポットを当ててみまＬだ.l

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■’

　　　　　　　　　じｒぶ宍ご:こ&，4･こﾖこ=ご’&ａ¨Ｉ

一
一

東
洋
英
和
と
の
関
わ
り

畢岑岑亭亭

　
ど
ん
な
境
遇
で
も
、
勇
気

と
優
し
さ
を
持
っ
て
前
向
き

に
生
き
れ
ば
、
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
存
在
に
な
れ
る
ー
。

Ｉ
歳
に
な
る
前
に
祖
母
・
花

子
と
別
れ
た
村
岡
恵
理
さ
ん

は
、
生
前
の
ま
ま
遣
さ
れ
た

村岡恵理さん

86年高等部卒業｡ライター､作家。

著書:｢アンのゆりかご一村岡花子の生涯－｣、

｢村岡花子と赤毛のアンの世界｣(責任編集)

書
斎
に
並
ぶ
祖
母
の
作
品
か
ら
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
取
っ
て
い
た

と
い
う
。
心
を
啓
か
に
す
る
、
良
質
な
家
庭
文
学
を
子
供
た
ち
へ
届
け
る

こ
と
に
生
涯
を
捧
げ
た
村
岡
花
子
。
と
り
わ
け
『
赤
毛
の
ア
ン
』
は
、
特

別
な
一
冊
だ
っ
た
。
戦
争
で
帰
国
す
る
友
人
の
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
か
ら
原

書
を
手
渡
さ
れ
た
花
子
は
、
英
語
が
敵
性
語
と
さ
れ
た
戦
時
下
で
秘
か
に

翻
訳
を
進
め
、
空
襲
警
報
が
鳴
る
と
書
き
か
け
の
原
稿
と
原
書
を
抱
い
て

避
難
し
た
。

　
「
そ
ん
な
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
一
冊
の
本
を
翻
訳
し
っ
づ
け
た
祖
母

の
思
い
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
知
り
た
く
て
調
べ
始
め
た
こ
と
が
、

相
ほ
の
評
伝
執
筆
に
い
た
る
大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
」

　
花
ｆ
の
生
い
た
ち
を
遡
る
と
、
何
か
の
導
き
か
と
思
え
る
よ
う
な
東
洋

バズ

･
I....?‘

英
和
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
花
子
の
父
親
が
故
郷
静
岡
で
カ
ナ
ダ
ー
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
の
宣
教
師
と
出
会
い
、
そ
の
流
れ
で
山
梨
に
移
り
住
み
、
結

婚
し
て
花
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
２
歳
の
花
子
に
洗
礼
を
授
け
た
甲
府
教

会
の
牧
師
が
、
東
洋
英
和
女
学
校
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
の
繋
が
り
か
ら
東
洋
英
和
に
編
入
し
、
そ
こ
で
受
け
た
キ
リ
ス

ト
教
に
基
づ
く
情
操
教
育
、
英
語
教
育
が
花
子
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
。

　
「
も
っ
と
言
え
ば
、
東
洋
英
和
に
学
ば
な
け
れ
ば
、
祖
母
は
私
た
ち
が

知
る
、
あ
の
村
岡
花
子
に
な
り
え
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
洋
英
和
の

教
育
は
、
高
い
教
養
と
知
性
を
身
に
つ
け
た
家
庭
婦
人
を
育
て
る
こ
と
を

□

「
呪

除
メ≒

東海英和在学中のﾒﾓﾉｰﾄ〔左中〕､ミス･ブラ･ンク干アから

プレゼントされ自分のサインをλれなおした審籍(下1
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花子の夫が日・IU集だ･:jたことｶ･

ら残-zjている東洋美和のスクー

｣しりング寮印届111..た鉛版1下〕

恵理さんは姉･美枝さん(右)

と共に記念館を運営している

剛
一
－
花
子
と
白
蓮

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
歌
人
で
あ
り
、
ま
た
良
家
の
奥
様
で
あ
り
な
か
ら
、

祖
ほ
に
翻
訳
の
手
引
き
を
し
た
片
山
廣
子
な
ど
が
そ
の
典
型
で
す
。
祖
母

は
裕
福
な
生
ま
れ
で
は
な
い
し
、
職
業
婦
人
と
し
て
身
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
表
に
出
な
く
て
も
教
養
あ
る
優
れ
た
女
性
た
ち

の
、
社
会
奉
仕
の
あ
り
方
を
知
っ
て
い
た
。
文
学
的
な
素
養
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
机
母
の
リ
ベ
ラ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
あ
る
も
の
の
考
え
方
は
、

東
洋
英
和
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
培
わ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
」

ア
ン
と
出
会
え
た
幸
運

　
花
子
を
花
子
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
社
会
と
の
対
峙
の
中
に
も
見
出
せ

る
。
貧
困
か
あ
ま
ね
く
存
在
し
、
教
育
の
機
会
が
誰
に
も
平
等
に
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
時
代
。
花
子
も
ま
た
、
自
分
の
た
め
に
教
育
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
弟
妹
た
ち
の
重
い
犠
牲
を
背
負
っ
て
い
た
。
時
勢
が
軍
国
主
義
へ

と
傾
く
中
、
女
性
の
地
位
や
権
利
は
一
向
に
顧
み
ら
れ
ず
、
花
子
は
婦
人

参
政
権
運
動
な
ど
社
会
活
動
に
関
わ
っ
た
。

　
「
相
母
の
什
事
の
核
に
あ
っ
た
の
は
、
女
性
や
子
供
が
尊
重
さ
れ
る
平

等
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
将
来
を
担
う
少
年
少
女
に
夢

を
与
え
、
情
操
を
育
む
健
全
な
児
童
文
学
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
児
童
文
学
が
ま
だ
女
子
供
の
読
み
物
と

軽
視
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
祖
母
が
言
い
続
け
て
き
た
こ
と
で
し
た
」

　
花
子
か
ア
ン
と
出
会
っ
た
の
は
4
6
歳
の
時
。
そ
の
人
生
を
俯
瞰
す
れ
ば
、

ま
さ
に
運
命
的
で
時
宜
を
得
た
出
会
い
と
い
う
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

　
「
組
ほ
は
驚
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
物
語
の
中
で
ア
ン
が
体
験
す
る
学
校
生

活
は
、
自
分
の
寄
宿
舎
生
活
と
そ
っ
く
り
だ
っ
た
か
ら
。
ア
ン
が
憧
れ
た

パ
フ
ス
リ
ー
ブ
の
ド
レ
ス
は
、
衣
擦
れ
の
ｙ
日
ま
で
リ
ア
ル
に
よ
み
が
え
っ

て
き
た
だ
ろ
う
し
、
『
歓
き
の
白
路
』
の
場
面
で
は
、
鳥
居
坂
の
桜
並
木
を

祠一一一一･一-･･そ

ﾀ111●
レ

花子の残した数々の貴重な資料｢赤毛のアン記念館村岡花子文庫｣とレこ､現在も当時

　　　　　　　　　　　　　　　のまま保存されている花子の書斎(現在は休館申)

思
い
浮
か
べ
た
は
ず
。
そ
れ
以
上
に
、
作
者
モ
ン
ゴ
メ
リ
と
同
世
代
の
カ

ナ
ダ
人
言
、
教
師
た
ち
に
よ
る
教
育
を
母
校
で
受
け
て
い
た
こ
と
に
、
不
思

議
な
巡
り
合
わ
せ
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
出
会
い
か
ら
1
3
年
後
。

ア
ン
は
祖
母
の
手
に
よ
っ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
美
人
で
は
な
い

け
れ
ど
、
開
放
的
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ア
ン
は
、
戦
後
の
民
主
的
な
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
ヒ
ロ
イ
ン
で
し
た
。
満
を
持
し
て
『
赤
毛
の
ア
ン
』
か

出
版
さ
れ
、
今
も
多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
作
品
の

待
つ
生
命
力
と
、
ア
ン
と
出
会
え
た
祖
母
の
人
生
の
幸
運
、
そ
し
て
そ
の

原
点
で
あ
る
東
洋
英
和
の
恩
恵
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」
命
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白
蓮

晩
年
の
居
宅
を
訪
ね
て

ｊ

1&41

母
・
白
蓮
ど
の
思
い
出

部面のヒルの谷間に佇む宮崎邸,現在は

白涯の孫.11'石さんの表札がかかっている

　
都
心
の
一
角
に
あ
る
閑
静
な
住
宅
街
に
、
柳
原

白
蓮
が
暮
ら
し
た
家
が
あ
る
。
九
州
の
家
を
出
奔

後
、
実
家
に
戻
っ
た
白
蓮
は
、
幽
閉
生
活
の
中
で

「

･･●●，

　タ

恥か

ｙ
Ｉ
丿
二

ｌ
ｃ
　
ｊ
&

Ｕ
ｒ
一

宮
崎
龍
介
と
の
長
男
香
織
を
出
産
。
翌
年
、
関
東
大
震
災
の
混
乱
に
乗
じ

て
宮
崎
家
に
入
り
、
家
族
３
人
の
暮
ら
し
が
叶
う
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
亡

く
な
る
ま
で
の
4
5
年
間
暮
ら
し
続
け
た
家
で
あ
る
。
現
在
は
長
女
の
宮
崎

蕗
蓼
さ
ん
と
、
そ
の
長
男
一
家
か
住
ま
わ
れ
て
お
り
、
松
の
大
木
が
見
下

ろ
す
日
本
家
屋
の
中
に
は
、
白
蓮
か
残
し
た
遺
品
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
た
。

　
「
母
は
さ
っ
ぱ
り
し
た
人
で
し
た
ね
。
あ
ま
り
物
事
に
こ
だ
わ
る
よ
う

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
白
蓮
の
写
真
を
前
に
、
そ
う
話
を
切
り
出
し
た
蕗
蓼
さ
ん
は
、

１
９
２
５
年
生
ま
れ
で
、
香
織
の
３
歳
下
。
幼
い
蕗
茎
さ
ん
を
抱
い
て
微

笑
む
白
蓮
に
、
以
前
の
よ
う
な
寂
し
げ
な
面
影
は
な
い
。

　
出
奔
騒
動
の
余
波
は
大
き
か
っ
た
。
世
間
の
非
難
の
声
に
兄
は
貴
族
院

議
員
を
引
責
辞
任
し
、
白
蓮
は
華
族
を
除
籍
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
生
活
も
、

か
つ
て
の
「
お
姫
様
」
暮
ら
し
か
ら
一
変
し
た
。
龍
介
が
結
核
で
病
床
に

臥
し
て
し
ま
い
、
一
家
の
収
入
は
白
蓮
の
執
筆
活
動
に
頼
る
こ
と
に
な
っ

‘
―
－
　
　
で
Ｉ
　
―
　
　
　
、
塙
司
ｌ
‐
、
1
1

た
の
だ
。
小
説
、
戯
曲
、
随
筆
。
頼
ま
れ
た
原
稿
は
何
で
も
引
き
受
け
た
。

　
「
私
が
小
学
生
に
な
る
頃
に
は
、
父
も
元
気
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
母

は
相
変
わ
ら
ず
忙
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
講
演
や
座
談
会
で
出
か
け

る
こ
と
も
多
く
て
、
『
今
日
は
ウ
チ
に
い
る
か
し
ら
？
・
』
と
思
い
な
が
ら
、

学
校
か
ら
帰
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
母
は
文
筆
の
仕
事
が
本
当
に
好
き

で
、
生
き
甲
斐
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
家
庭
的
で
は
な
く
、
料
理
も
で
き
な
い
。
言
葉
遺
い
に
は
厳
し
か
っ
た

が
、
勉
強
を
よ
く
見
て
く
れ
た
。
夏
休
み
の
家
族
旅
行
は
蓼
科
で
過
ご
し
、

母
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
…
と
、
蕗
蓼
さ
ん
は
母
・
白

蓮
と
の
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た
。
父
と
は
対
等
な
関
係
で
仲
が
良
く
、

夫
婦
の
会
話
は
、
そ
の
晩
の
お
か
ず
の
こ
と
よ
り
も
政
治
や
社
会
の
話
が

中
心
だ
っ
た
と
い
う
。
な
ん
だ
か
昭
和
の
イ
ン
テ
リ
家
庭
の
風
景
が
見
え

て
く
る
よ
う
だ
。

　
龍
介
の
父
・
宮
崎
盾
大
と
盟
友
関
係
に
あ
っ
た
孫
文
と
の
繋
が
り
か

ら
、
宮
崎
家
で
は
中
国
人
留
学
生
を
よ
く
預
か
っ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か

に
居
候
も
い
て
、
白
蓮
は
義
母
の
ツ
チ
と
一
緒
に
彼
ら
の
世
話
を
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
廃
娼
運
動
に
関
わ
り
、
む
目
原
か
ら
逃
げ
て
き
た
女
性

を
匿
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
困
っ
て
い
る
人
、
社
会
の
中
で
虐
げ
ら
れ
て

い
る
者
を
放
っ
て
お
け
な
い
と
い
う
同
情
心
は
、
生
涯
変
わ
ら
な
い
白

蓮
の
美
質
で
あ
っ
た
。
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「
人
の
出
入
り
が
多
く
て
、
賑
や
か
な
家
で
し
た
ね
。
ほ
は
、
宮
崎
の

家
に
東
て
良
か
っ
た
と
よ
く
Ｉ
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
片
の
こ
と
は
多
く
を
語

ら
な
い
け
で
し
た
が
、
九
州
に
い
た
頃
は
本
当
に
辛
く
て
、
何
度
川
に
飛

び
込
も
う
と
思
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
父
と
Ｉ
緒
に

な
っ
て
か
ら
の
母
の
人
生
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

長
男
の
死
か
ら
平
和
運
動
へ

　
因
習
に
苫
し
め
ら
れ
、
波
乱
続
き
だ
っ
た
前
駆
‐
生

に
対
し
て
、
白
蓮
の
後
窄
生
は
、
概
ね
穏
や
か
で
充

実
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
つ
、

香
織
の
死
を
除
い
て
は
。

　
白
蓮
の
影
響
で
文
学
青
年
だ
っ
た
香
織
は
、
‥
｝
に
稲
田
大
学
在
学
中

に
学
徒
出
陣
で
陸
軍
に
入
隊
。
終
戦
の
勅
令
が
ド
リ
、
９
月
に
入
っ

て
か
ら
、
鹿
児
島
で
空
襲
に
よ
り
戦
死
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
電
報

で
届
い
た
、
終
戦
の
４
ロ
前
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

　
－
け
は
た
だ
た
だ
呆
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ら
い
戦
予
が
よ
う

や
く
終
わ
っ
て
、
み
ん
な
で
兄
の
帰
り
を
今
か
今
か
と
待
っ
て
い

る
時
だ
っ
た
の
で
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
。
杯
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
」

　
耐
え
が
た
い
ほ
ど
の
悲
し
み
を
乗
り
越

え
、
タ
年
内
蓮
は
、
戦
争
で
子
供
を
已
く

し
だ
け
親
た
ち
に
呼
び
か
け
、
「
悲
母
の
会
」

を
結
成
し
た
。
こ
の
会
は
後
に
「
匪
μ
連
邦
」

へ
と
発
展
、
白
蓮
は
婦
入
部
の
中
心
と
し

て
日
本
今
岡
を
回
り
、
戦
争
廃
絶
と
平
和

－
ｊ

へ
の
願
い
を
訴
え
た
。

　
晩
年
、
緑
内
障
で
目
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
白
蓮
は
精
力
的
に
活

動
を
続
け
た
。
そ
し
て
１
９
６
７
年
、
夫
の
龍
介
と
蕗
蓼
さ
ん
家
族
に

見
守
ら
れ
、
8
1
歳
で
安
ら
か
に
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

　
宮
崎
家
の
床
の
問
に
一
体
の
人
形
が
置
か
れ
て
い
る
。
九
州
の
家
に

持
っ
て
い
く
た
め
に
、
白
蓮
が
実
家
に
あ
っ
た
人
形
を
写
し
て
作
ら
せ

た
も
の
で
、
名
前
を
［
み
ど
り
丸
］
と
い
う
。
「
母
は
伊
藤
家
に
行
く
時
、

み
ど
り
丸
が
自
分
を
呼
び
戻
す
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
そ
う
で
す
」
と

蕗
蓼
さ
ん
。
実
際
に
は
、
白
蓮
が
家
を
出
た
後
で
み
ど
り
丸
は
戻
さ
れ

た
。
長
い
年
月
を
経
て
傷
ん
で
し
ま
っ
た
み
ど
り
丸
を
、
蕗
蓼
さ
ん
は

修
復
に
出
し
た
。
人
形
師
の
ｆ
に
よ
っ
て
蘇
っ
た
み
ど
り
丸
は
、
白
蓮

が
そ
ぱ
に
置
い
て
人
切
に
し
て
い
た
頃
と
回
し
愛
ら
し
い
姿
を
見
せ
て

い
る
。
命

宮崎蕗蓼さん｡左は大切に保存されているみとり克
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東
洋
僥
和
歴
史
館

豪
七
旦
真
っ
直
ぐ
で
ブ
レ
な
い
慈
母
加
茂
令
子

緑
眩
し
い
鳥
居
坂
を
ふ
く
よ
か
な
若
い

女
性
が
ト
っ
て
く
る
。
時
は
明
治
2
7
年

（
１
８
９
４
）
６
月
。
東
洋
英
和
女
学
校
に
裁
縫

教
師
の
職
を
得
た
2
3
歳
の
加
茂
令
子
で
あ
る
。

　
の
ち
に
寄
宿
爵
取
締
（
舎
監
）
と
な
っ
て
、
東

洋
英
和
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
の

だ
が
、
こ
の
と
き
の
令
子
の
表
情
は
、
必
ず
し

も
晴
れ
晴
れ
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼

女
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
た
な
ら
（
よ
く
は
知

ら
な
い
け
ど
さ
、
あ
た
し
や
、
ど
う
も
キ
リ
ス

ト
教
は
好
か
な
い
ね
）
と
い
う
つ
ぶ
や
き
が
聞

こ
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
西
洋
人
教
師
に
交

じ
っ
て
働
く
こ
と
に
も
躊
躇
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　
目
茂
令
子
は
明
治
４
年
、
房
州
北
条
手

力
葉
県
館
山
巾
）
に
士
族
の
長
女
と
し
て

生
ま
れ
た
。
父
親
が
家
禄
奉
還
金
（
武
士
の
身

分
を
離
れ
る
退
職
金
み
た
い
な
も
の
）
を
子
ど

も
た
ち
に
分
け
与
え
た
の
で
、
令
子
は
そ
れ
を

学
費
と
し
て
東
京
に
出
、
ふ
た
つ
の
裁
縫
学
校

に
学
ん
で
洋
裁
、
和
裁
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
。

旧
藩
主
の
家
に
奉
公
に
上
が
り
、
姫
君
に
裁
縫

を
教
え
も
し
た
が
、
小
学
校
教
員
の
資
格
を
取

り
、
５
年
務
め
た
と
こ
ろ
で
、
疸
洋
英
和
の
裁

縫
教
師
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　
歯
切
れ
の
良
い
汽
っ
直
ぐ
な
性
格
で
「
あ
た

し
や
さ
、
１
０
０
点
の
子
よ
り
9
5
点
の
子
の
ほ

う
が
可
愛
い
よ
」
し
や
っ
き
り
し
た
言
葉
が
似

合
う
父
性
だ
っ
た
。
そ
の
令
子
が
「
ご
き
げ
ん

よ
う
」
の
お
嬢
様
学
校
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
が
不
思
議
と
水
に
合
っ
た
。
裁
縫
学

校
の
寄
宿
舎
か
ら
は
空
気
が
合
わ
な
い
と
自
分

！
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
々

加茂令子

か
ら
退
散
し
た
令
子
だ
っ
た
が
、
東
洋
英
和
で

は
「
職
員
が
…
い
ず
れ
も
熱
心
に
誠
実
に
、
そ

の
任
務
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
、
学
校
全
体
の
気

分
は
、
か
つ
て
私
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
清

ら
か
さ
と
和
や
か
さ
に
充
た
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
…
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
此
処
こ
そ
我
が
生

涯
を
託
す
べ
き
地
で
あ
る
と
」
確
信
し
た
と
後

に
記
し
て
い
る
。

-
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リ
ス
ト
教
嫌
い
は
た
だ
の
食
わ
ず
嫌
い

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
3
0
年
に
受
洗
、

人
伝
。
外
国
人
教
師
た
ち
の
生
徒
へ
の
愛
情
深

い
接
し
方
に
も
感
銘
を
受
け
、
鳥
居
坂
を
初
め

て
上
っ
て
き
た
と
き
の
心
の
さ
ざ
波
は
た
ち
ま

ち
霧
消
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
奉
職
の
翌
年
、
寄
宿
舎
に
移
り
、
そ
の
ま
た

翌
年
４
川
に
は
早
く
も
舎
監
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
。
令
子
、
弱
冠
2
5
歳
。
時
の
校
長
、
ミ
ス
・

マ
ン
ロ
ー
に
指
名
さ
れ
た
と
き
「
高
等
教
育
を

受
け
て
い
な
い
私
ご
と
き
が
」
と
固
辞
し
た
が

「
舎
監
は
常
識
の
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

理
頃
合
一
致
で
推
薦
す
る
故
、
曲
げ
て
お
受
け

く
だ
さ
る
よ
う
」
。
ミ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
は
令
子
の

資
質
を
見
抜
い
て
い
た
。
令
子
が
芯
の
通
っ
た
、

ま
っ
と
う
な
常
識
の
持
ち
剣
で
あ
る
こ
と
を
、

で
あ
る
。
１
４
歳
で
親
元
を
離
れ
、
苦
労
か
ら
の

ｆ

｣､Ｋマンロー

-

貴
重
な
体
験
も
し
て
い
る
。
し
か
も
、
切
れ
る

よ
う
な
頭
の
良
さ
が
あ
っ
た
。

来
、
昭
和
Ｈ
年
（
１
９
３
６
）
に
6
5
歳
で

退
職
す
る
ま
で
、
足
か
け
4
2
年
間
に
わ

た
っ
て
舎
監
を
務
め
、
１
０
０
０
入
を
超
え
る

寄
宿
生
を
送
り
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
こ
の

コ
ラ
ム
に
す
で
に
登
場
さ
せ
た
柳
原
輝
子
（
白

蓮
）
も
村
岡
花
子
も
い
る
。
2
3
歳
の
輝
ｊ
や
１
５

歳
の
花
子
の
よ
う
に
長
じ
て
寄
宿
舎
に
入
る
生

徒
も
い
た
が
、
1
0
歳
に
満
た
な
い
年
齢
で
親
元

を
離
れ
、
寄
宿
す
る
子
供
も
い
た
。
そ
う
し
た

子
た
ち
の
母
親
役
を
も
担
う
の
だ
か
ら
、
大
変

で
あ
る
。
卒
業
時
に
は
、
ど
こ
に
出
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
、
自
立
し
た
人
格
と
し
て
送
り
出

す
の
で
あ
る
。

　
立
ち
居
振
る
舞
い
、
．
ｄ
柴
遣
い
な
ど
「
そ
ん

な
こ
と
は
お
嬢
様
の
な
さ
る
こ
と
で
は
ご
ざ
い

191]年に竣工Ｌた育種寮l室内､食堂}

　　　　　　　　　　　　　　ヽ･･　、

!ご　　　？　ご　　？　’゛　　｀゛

ま
せ
ん
よ
］
と
厳
し
く
指
導
し
、
規
則
正
し
い

生
活
の
な
か
で
自
己
の
責
任
観
念
を
自
覚
さ

せ
、
徹
底
的
な
物
事
の
整
頓
や
洗
濯
、
足
袋
継

ぎ
、
障
子
張
り
な
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と
の
一

切
を
親
身
に
な
っ
て
身
に
つ
け
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
故
縫
教
師
と
し
て
も
有
能
だ
っ
た
が
、
舎

監
と
し
て
も
際
立
っ
て
い
た
。
厳
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
優
し
か
っ
た
。

　
多
く
の
卒
業
生
か
「
学
校
で
あ
っ
て
家
庭
で

も
あ
る
英
和
の
寄
宿
舎
」
と
懐
か
し
む
の
は
、

ふ
く
よ
か
な
慈
母
、
加
茂
令
尹
の
真
っ
直
ぐ
で

ブ
レ
な
い
視
線
に
守
ら
れ
た
、
寄
宿
舎
の
自
由

な
空
気
感
が
そ
う
言
わ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
命

　
　
　
　
勲
・
考
一
東
洋
柔
和
女
学
校
五
十
年
史
」
『
東
洋
英
和
女
学
院
百
年
史

　
　
　
　
　
　
　
目
で
胃
る
東
洋
英
和
女
学
院
の
１
１
０
年
・

Ｉ
Ｒ
ｉ
ｌ
一
Ｉ
・
Ｉ
″
〆
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
Ｆ
＆
Ｉ
』
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｊ
゛
Ｉ
Ｉ
Ｓ
一
１
７
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｉ
！
Ｉ
』
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
』
ｇ
ｙ
ｓ
Ｉ
Φ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ

IS､ツラックモア帰国の際寄宿舎にいた教員(右から3人目が加茂)
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人
に
対
す
る
信
頼
と

変
わ
ら
な
い
こ
と
を

大
切
に
す
る
価
値
観半

藤
将
代
之

－ り . 1 1
』 . ･ ･ 』 ● 一 一 1 . a . j l ･ :
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異
な
る
人
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

カ
ナ
ダ
の
寛
容
さ

　
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
舞
台
で
あ
る
カ
ナ
ダ
の
プ

リ
ン
ス
ー
エ
ド
ワ
ー
ド
島
。
笑
し
い
自
然
や
人
々

の
素
朴
な
生
活
に
憧
れ
て
、
日
本
か
ら
も
多
く

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
。
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
カ
ナ
ダ

の
魅
力
を
紹
介
す
る
乍
藤
将
代
さ
ん
に
と
っ
て

も
、
－
ア
ン
ー
は
外
せ
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
い
う
。

　
「
円
本
の
父
性
に
ア
ン
が
人
気
な
の
は
、
物
語

の
魅
力
に
加
え
、
季
節
感
溢
れ
る
風
景
や
暮
ら

し
の
描
づ
に
共
感
で
き
る
か
ら
じ
や
な
い
で
し
ょ

う
か
。
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
島
は
、
ま
さ
に

ア
ン
の
財
‥
界
そ
の
も
の
。
最
近
は
、
あ
え
て
男

性
ラ
イ
タ
ー
に
取
材
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
た

と
え
ば
ア
ン
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
に
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
新
し
い
切
り
目
で
イ

メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
入
学
の
卒
業
旅
行
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
、

海
外
の
以
北
化
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
半
藤

さ
ん
、
帰
国
後
、
た
に
学
申
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
編
集
公
社
に
就
職
し
、
ト
ラ
ベ
ル
ラ

イ
タ
ー
に
な
っ
た
。
・
取
材
で
胆
界
各
国
を
回
っ

た
が
、
カ
ナ
ダ
と
の
初
め
て
の
接
点
は
、
新
聞

吐
ｉ
催
の
恐
竜
博
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。

　
「
カ
ナ
ダ
に
も
阿
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
訪

れ
た
の
は
、
竹
原
が
続
く
田
作
‥
で
、
住
ん
で
い

る
人
が
い
い
人
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
で
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
混

沌
と
し
た
都
市
が
好
き
だ
っ
た
私
に
は
、
そ
の

肢
は
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
ー
Ｔ
企
業
で
３
年
間
働

い
た
後
、
現
職
に
就
く
。
半
藤
さ
ん
曰
く
、
「
縁

あ
っ
て
」
再
び
カ
ナ
ダ
の
仕
参
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
こ
で
初
め
て
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
入
の

も
の
の
考
え
方
、
価
値
観
だ
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
何
か
大
事
か
を
カ
ナ
ダ

人
ス
タ
ッ
フ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
て
い
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
彼
ら
か
ら
出
て
き
た
の
は
、

人
間
性
、
相
互
理
解
、
尊
敬
、
そ
し
て
妥
協
と

い
う
言
葉
。
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ

カ
企
業
に
い
て
、
何
か
重
視
さ
れ
て
い
た
か
と
い

う
と
、
生
産
性
の
向
Ｌ
や
競
争
力
、
ス
ピ
ー
ド

や
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
か
。
妥
協
な
ん
て
あ
り
え

な
い
で
す
。
今
な
ら
、
カ
ナ
ダ
的
価
値
観
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
重
要
な
基
盤
と
し
て
評
価

さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
成
果
を
生
む
た
め
に
も

大
切
だ
と
わ
か
り
ま
す
が
、
1
5
午
‐
前
は
日
本
命

賃
で
も
ア
メ
リ
カ
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
観
に
引
っ
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ

さ
れ
て
い
て
、
カ
ナ
ダ
は
遅
れ
て
い
る
と
思
っ
た

く
ら
い
で
し
た
Ｉ

　
移
民
が
多
く
、
モ
ザ
イ
ク
国
家
と
呼
ば
れ
る

カ
ナ
ダ
は
、
多
様
性
を
淳
収
し
、
托
ハ
生
志
向
が

強
い
。
ニ
カ
国
語
政
策
を
と
っ
て
お
り
、
連
邦

政
府
の
仕
參
を
す
る
と
き
は
、
僥
仏
語
両
方
の



書
類
や
ス
タ
ッ
フ
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
。
効
率
や
コ
ス
ト
を
考
え
れ
ば
当
然
負

担
に
な
る
が
、
そ
れ
を
良
し
と
し
て
い
る
。
文

化
や
Ｉ
．
。
一
［
語
、
宗
教
や
民
族
な
ど
異
な
る
大
た
ち

が
異
な
る
ま
ま
凡
作
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
を
強
み
と
し
て
考
え
る
。
そ
れ
が
カ
ナ
ダ

と
い
う
国
な
の
だ
と
い
う
。

　
「
カ
ナ
ダ
に
い
る
と
、
ブ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ゼ
ロ
な

ん
で
す
。
そ
の
ま
ま
の
自
分
で
１
０
０
％
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
寛
容
さ
に

関
し
て
、
す
ご
く
能
力
の
高
い
国
だ
と
思
う
。

私
に
と
っ
て
カ
ナ
ダ
の
魅
力
は
ま
さ
に
そ
こ
で
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
刺
激
的
な
こ
と
が
次
々
起
こ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
が
心

地
良
い
。
大
ら
か
で
白
山
で
、
生
き
て
い
る
こ

と
が
楽
し
い
と
思
え
る
ん
で
す

　／'Ｉ｀

／

●●･--一･･･1=j

　　　　　　　一

英
和
に
よ
っ
て
つ
な
が
リ
合
う

不
思
議
な
縁

　
中
高
と
在
籍
し
た
徽
洋
処
和
で
は
、
英
語
劇

部
に
所
属
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
が
中
心
だ
が
、

楓
祭
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
も
挑
戦
し
た
。
聖

書
を
勉
強
し
た
り
、
几
拝
で
ハ
レ
ル
ヤ
を
歌
っ

た
り
、
西
洋
交
尾
の
基
盤
に
日
常
的
に
接
触
し

て
い
た
こ
と
が
、
海
外
で
仕
事
を
す
る
う
え
で

役
に
た
っ
た
と
い
う
。
「
ト
『
司
に
『
カ
ナ
ダ
入
も

使
わ
な
い
よ
う
な
難
し
い
、
［
姚
を
知
っ
て
い
る

ね
＝
と
Ｉ
汀
わ
れ
た
と
き
は
、
英
和
の
お
か
げ
か

な
と
思
い
ま
し
た
］

　
そ
れ
以
Ｌ
に
ｔ
榛
さ
ん
が
感
じ
る
の
は
、
カ

ナ
ダ
と
自
分
と
の
縁
が
気
帽
に
入
学
し
た
と
き

か
ら
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
巴

　
／
／
・
Ｌ

４＝
　
　
｝

大学時代

゛ｉ

ミ㎞〃

カノヌにて

い
だ
。
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
の
は
、

２
０
０
８
年
に
『
赤
毛
の
ア
ン
』
出
版
１
０
０

周
年
で
母
校
を
訪
ね
た
と
き
だ
っ
た
。

　
「
先
生
方
が
故
と
変
わ
ら
ず
に
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
て
。
私
な
ん
か
授
業
中
に
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
て
立
た
さ
れ
る
よ
う
な
生
徒
で
し
た
。

そ
れ
こ
そ
英
和
の
寛
容
さ
に
助
け
ら
れ
て
、
そ

の
あ
り
が
た
み
に
も
気
づ
か
ず
に
卒
業
し
て
行
っ

た
生
徒
な
の
に
。
懐
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
く

る
と
同
時
に
、
自
分
が
そ
こ
に
い
ら
れ
る
こ
と

に
誇
り
を
感
じ
た
ん
で
す
。
今
の
私
の
人
生
は
、

僥
和
か
ら
ず
っ
と
連
な
っ
て
い
た
ん
だ
な
っ
て
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
帰
る
機
会
を
り
え
て
く
れ
た

の
が
、
‐
赤
毛
の
ア
ン
谷
瓦
緒
に
代
参
を
し
た

同
級
生
の
村
岡
恵
理
さ
ん
で
し
た

　
囚
み
に
僥
和
へ
の
八
学
を
勣
め
た
の
は
吋
親

り

ハンクーハー久市オリンピックの準備ミーティングで

カナダ観光鰯各国PRスタッフと

はんどうまさよ

カナダ観光局メディア･広報マネージャー

だ
っ
た
。
ア
ン
、
カ
ナ
ダ
、
東
洋
英
和
。
ど
れ

も
自
ら
意
識
し
て
選
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
愛
情
や
献
身
に
よ
り
、
巡

り
巡
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。
自
分
が
役
に
た
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

感
謝
を
込
め
て
精
一
杯
お
返
し
し
た
い
。
今
年

３
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
赤
毛
の
ア
ン
展
」
は
、

母
校
と
カ
ナ
ダ
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
良
い

機
会
だ
と
半
藤
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
「
東
洋
暁
和
に
は
、
カ
ナ
ダ
と
通
じ
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
つ
は
人
に
対
す
る
信

頼
、
も
う
Ｉ
つ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
大
切
に

す
る
価
値
観
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
カ
ナ
ダ
と
の
交
流
の
お
ｆ
伝
い
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
會

1986年高等部卒。早稲田大字第

一文字剖を卒鯛後、トラベルラ

イター、企画譜集を経て、グロー

バル企業？マーケティング・コ

ミュニケーションを担当。99年

よりカナダ観光眉メディア・広報

マネージャー｡カナダ各地の魅

力や文化を日本に紹介する他、

デレピや新闇などのマスコミ一

割をアレンジ。2017年のカナダ

建国15C眉年に向けた特別プロ

ジｚクトを立ち士げて権４な企

画を準備中。
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